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―
―
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
グ
ル
ー
プ
の
現

在
の
診
療
体
制
の
特
徴
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
大
学
グ
ル
ー
プ
は
大
学
病
院
を
中
心
と
す

る
４
病
院
、
お
よ
び
１
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
４
病
院
は
病
床
規
模
や
得
意
分
野

が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
た
め
、
相
互
補
完
に
よ
り

幅
広
い
医
療
の
提
供
が
可
能
な
こ
と
が
特
徴
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
各
施
設
間
が
車
で
30

～
40
分
以
内
に
移
動
で
き
る
と
い
う
利
点
も
特

徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸
条
件

を
生
か
し
、
地
域
の
患
者
さ
ん
が
い
ず
れ
か
の

施
設
に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
、
そ
の
方
に
と
っ
て
最

適
の
医
療
が
受
け
ら
れ
る
施
設
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
そ
の
場
合
ど
こ
も
近
距
離

で
受
診
し
や
す
い
と
い
う
医
療
提
供
体
制
を
構

築
し
て
い
る
こ
と
が
、
当
大
学
グ
ル
ー
プ
の
最

大
の
特
徴
で
あ
り
、
目
指
し
て
い
る
も
の
で
す
。

私
は
そ
れ
を
「
マ
リ
ア
ン
ナ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

基
幹
施
設
が
特
定
機
能
病
院
で
あ
っ
て
も
、

我
々
が
目
指
す
も
の
は
全
国
津
々
浦
々
か
ら
患

者
さ
ん
が
治
療
に
訪
れ
る
よ
う
な
先
鋭
的
な
高

度
先
進
医
療
の
提
供
を
第
一
義
と
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
カ

バ
ー
可
能
な
エ
リ
ア
の
患
者
さ
ん
に
真
に
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
地
域
密
着
型
医
療
の
提
供
が

基
本
で
あ
り
、
そ
れ
は
開
学
か
ら
連
綿
と
続
く

当
グ
ル
ー
プ
の
理
念
で
も
あ
り
ま
す
。

―
―
当
大
学
グ
ル
ー
プ
の
特
色
と
強
み
は
、
ど

ア
ン
ナ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
ぶ
先
進
的
な
Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｓ
を
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
と
開
発
・

構
築
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
動
向
は
実
績
の
１

つ
と
し
て
非
常
に
興
味
が
あ
り
ま
す
し
、
今
後

は
、
も
っ
と
視
野
を
広
げ
な
が
ら
知
財
蓄
積
の

可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

―
―
大
学
病
院
の
新
築
計
画
が
進
行
中
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
概
要
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
大
学
グ
ル
ー
プ
の
中
核
と
し
て
、
よ
り
高

度
急
性
期
医
療
の
機
能
を
進
化
さ
せ
た
病
院
に

生
ま
れ
変
わ
る
予
定
で
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

将
来
対
応
が
可
能
な
手
術
室
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
増
設
、

地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
画
像
診
断
装
置
の
拡
充

な
ど
、
救
急
部
門
の
強
化
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
病
院
の
役
割
は
外

来
よ
り
も
入
院
治
療
の
方
向
に
シ
フ
ト
す
る
と

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
療
養
環
境
を
重
視
し
た

建
物
構
造
と
し
ま
す
。
た
だ
し
病
床
数
は
、
当

該
医
療
圏
の
今
後
の
医
療
ニ
ー
ズ
の
動
向
を
鑑

み
て
、１
０
０
０
床
弱
ま
で
減
床
す
る
予
定
で
す
。

　

一
方
で
、
新
大
学
病
院
建
設
を
機
に
グ
ル
ー

プ
機
能
を
再
編
し
、
よ
り
役
割
分
担
を
明
確
化

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
川
崎
市

立
多
摩
病
院
は
市
か
ら
の
指
定
管
理
者
と
い
う

ん
な
点
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、「
教
育
機
関
と
し
て

の
機
能
の
充
実
」
で
す
。
そ
れ
は
４
病
院
の
役

割
分
担
が
き
っ
ち
り
と
な
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え

に
可
能
と
な
る
特
色
で
す
。
研
修
医
は
個
々
の

意
向
に
合
わ
せ
て
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
か
ら
専
門
・

研
究
分
野
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
修
練
の

場
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
、
教
育
環
境
と
し

て
は
大
変
優
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
法
人
は
全
体
的
に
経
営
層
が
若
い

が
ゆ
え
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
旺
盛
で
、
且
つ
企

画
力
に
長
け
て
お
り
、
し
か
も
各
事
業
分
担
的

運
営
体
制
を
敷
い
て
い
る
た
め
に
意
思
決
定
が

素
早
く
、
こ
れ
が
グ
ル
ー
プ
運
営
上
の
強
み
に

な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
例
え
ば
、
２
０
０
４

年
の
早
期
に
産
学
連
携
の
新
た
な
試
み
と
し
て

「
知
財
事
業
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
で
き
た
の

は
、
経
営
陣
が
既
存
の
ル
ー
ル
や
考
え
方
に
と

ら
わ
れ
な
い
柔
軟
性
を
持
つ
が
ゆ
え
で
す
。

―
―
理
事
長
は
以
前
か
ら
Ｉ
Ｔ
化
に
積
極
的
で

す
が
、
近
年
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
化
の
対
象
に
は
臨
床
、
教
育
、
研
究
、

そ
し
て
業
務
の
効
率
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、

私
が
最
も
重
要
と
受
け
止
め
て
い
る
の
は
教
育

で
す
。
現
在
、
Ｉ
Ｔ
戦
略
推
進
室
主
導
で
進
行

中
の
教
育
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
い
く
つ
か
あ

り
、
例
え
ば
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
学

生
と
教
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
や
、

学
生
の
症
例
レ
ポ
ー
ト
の
恒
久
的
な
Ｉ
Ｔ
管
理

シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
自
身
は
「
こ
れ
か
ら
は
医
科
大
が

率
先
し
て
医
療
Ｉ
Ｔ
の
知
財
を
生
み
出
す
べ
き
」

と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
よ
り

密
接
な
産
学
連
携
が
必
要
で
す
。
今
回
、
マ
リ

性
格
上
、
今
後
は
急
性
期
よ
り
も
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
や
リ
ハ
ビ
リ
を
重
視
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
た
め
、
新
大
学
病
院
に
リ
ハ
ビ
リ
部
門
を

設
け
ず
多
摩
病
院
に
集
約
す
る
と
い
っ
た
計
画

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

建
設
計
画
と
し
て
は
、
今
年
３
月
に
基
本
構

想
を
ほ
ぼ
固
め
、
２
年
後
に
着
工
、
２
０
２
２

年
の
竣
工
を
目
指
し
ま
す
。

―
―
そ
の
他
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
ど
の
よ
う
な
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
か
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
、
病
床
の
機
能
分
化
が
進
み
、
急
性
期

病
床
が
減
っ
て
回
復
期
・
慢
性
期
病
床
が
増
え

る
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
当
然
、
医
療
ニ
ー
ズ

も
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
は
在
宅
総
合
専

門
医
、
総
合
医
と
い
っ
た
分
野
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

り
、
そ
れ
ら
を
目
指
す
若
者
も
増
え
る
と
予
測

で
き
る
こ
と
か
ら
、
当
大
学
と
し
て
も
そ
う
し

た
人
材
の
教
育
環
境
を
こ
れ
か
ら
整
備
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
大
学
グ
ル
ー
プ
の
位
置
づ
け
は
現
在
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
急
性
期
寄
り
の
ス
タ
ン
ス
で

す
が
、
時
代
や
診
療
の
要
請
に
合
わ
せ
て
マ
リ

ア
ン
ナ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
を
柔
軟
に
変

化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次世代型PACSが大学病院で稼働開始。
グループ施設間の画像連携実現により
機能分化と診断の質向上に大きな進展
神奈川県東部での中核病院として広く知られる聖マリアンナ医科大学病院は、本年１月にPACSとRISを更新。
その目的は、４病院１クリニックで構成されるグループ間での画像連携を実現して画像運用の効率化を図ると共に、
システムそのものを高機能化させて、大学病院ゆえに求められる高い医療の質をさらに向上させるためである。
まさに次世代型と評してよい同画像情報システムは、東芝メディカルシステムズとの産学連携での開発による。
新システムは、まだ開発中の部分もあるが、各診療科およびグループ施設での評価は高く、今後への期待は大きい。
明石理事長、尾崎病院長、中島放射線医学講座教授、先端生体画像情報研究講座の小林特任教授等に話を聞いた。
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大学院博士課程修了、医学博士取得。1989 年
〜 1990 年米国ジョンズホプキンス大学循環器科
留学。1995 年聖マリアンナ医科大学第 2 内科学
助教授、1997 年同大学大学病院救命救急セン
ター長（2004 年 3 月まで）、1998 年 同大学救急
医学教授（2005 年 3 月まで）、2002 年同大学病
院長（2005 年 3 月まで）、2005 年 4 月より学校
法人聖マリアンナ医科大学理事長

明石勝也（あかし・かつや）氏

聖マリアンナ医科大学病院神奈川県
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聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
で
は
、
約
３
年
前
に

同
大
学
附
属
の
４
病
院
１
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
用
画

像
情
報
シ
ス
テ
ム
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
画
像

情
報
の
共
有
化
を
図
る
計
画
を
立
案
。
２
０
１
５

年
に
理
事
会
の
承
認
を
経
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
本
邦
に
お
け
る
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ

等
の
画
像
診
断
技
術
に
お
け
る
研
究
・
開
発
の

第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
る
小
林
泰
之
氏
は
、
今

回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
緯
と
新
シ
ス
テ
ム
の
基

本
概
念
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
単
に
聖
マ
リ
ア

ン
ナ
医
科
大
学
の
グ
ル
ー
プ
病
院
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
従
来

に
は
な
い
多
様
な
次
世
代
型
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
構
築

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
次
世
代
型
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ

の
基
本
理
念
は
、
端
的
に
言
い
表
す
な
ら
“
真

に
患
者
さ
ん
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
貢
献
す
る
”

シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
す
。

　

近
年
、
画
像
診
断
の
領
域
で
は
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ

Ｒ
Ｉ
の
進
歩
に
伴
い
さ
ま
ざ
ま
な
新
技
術
が
登

場
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、そ
れ
ら
の
新
技
術
は
、

画
像
診
断
シ
ス
テ
ム
の
問
題
に
加
え
て
放
射
線

科
医
の
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
等
も
あ
っ
て
、
患
者
さ

ん
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
十
分
寄
与
し
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
今
回
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ

構
築
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
最
大
限
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
新
技
術
を
臨
床
で
患
者
さ
ん
に
役
立

て
て
、
画
像
診
断
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
“
画
像
情
報
を
患

者
さ
ん
に
確
実
に
届
け
る
！
”
を
第
一
目
的
と

し
、
そ
の
た
め
に
“
画
像
情
報
を
臨
床
医
に
確

実
に
届
け
る
！
”、
そ
し
て
、“
そ
の
た
め
に
放

射
線
科
医
や
診
療
放
射
線
技
師
が
最
も
利
用
し

や
す
い
シ
ス
テ
ム
を
作
る
”
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ｖ
Ｎ
Ａ
、
Ａ
Ｉ
と
い
っ

た
新
し
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
取
り
入
れ
て
シ
ス
テ

ム
を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
」

　

17
年
１
月
か
ら
稼
働
し
て
い
る
医
用
画
像
情

報
シ
ス
テ
ム
の
骨
格
は
、
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス

テ
ム
ズ
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
「RapideyeCore Grande

（
ラ
ピ
ッ
ド
ア
イ
コ
ア
グ
ラ
ン
デ
）」
で
あ
る
。

「RapideyeCore Grande

」
は
複
数
サ
ー
バ
統

合
機
能
や
複
数
部
門
デ
ー
タ
管
理
機
能
、
超
大

容
量
ス
ト
レ
ー
ジ
対
応
な
ど
を
実
装
し
、
複
数

の
シ
ス
テ
ム
機
能
を
統
合
し
た
シ
ス
テ
ム
構
築

を
可
能
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
汎
用
フ
ァ
イ
ル
も

保
存
・
管
理
機
能
を
搭
載
し
た
統
合
ア
ー
カ
イ

ブ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
配
信
可
能
デ
ー
タ
の
幅

が
広
が
り
、
そ
の
結
果
、
医
療
の
質
の
向
上
を

十
分
見
込
め
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し
て
い
る
。

東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
選

ん
だ
理
由
を
、
小
林
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
６
社
の
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
ま
し
た
が
、グ
ル
ー

プ
の
４
病
院
１
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
担
当
者
が
集
ま
っ

て
作
成
し
た
次
世
代
の
画
像
情
報
シ
ス
テ
ム
と

し
て
必
要
な
機
能
を
満
載
し
た
仕
様
書
に
対
し
、

実
現
に
向
け
て
最
も
積
極
的
な
対
応
を
約
束
し

て
く
れ
た
の
が
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
で

　

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
病
院
は
２
０
１
７

年
１
月
、
４
病
院
１
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
な
る
グ

ル
ー
プ
病
院
内
の
画
像
連
携
を
目
指
し
次
世
代

型
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
本
格
稼
働
さ
せ
た
。
医
用
画
像

情
報
の
共
有
お
よ
び
画
像
解
析
の
高
機
能
化
に

よ
る
医
療
の
質
の
向
上
の
実
現
に
成
功
し
て
い

る
。
次
世
代
型
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
導
入
に
主
導
的
役
割

を
果
た
し
た
先
端
生
体
画
像
情
報
研
究
講
座
の

特
任
教
授
の
小
林
泰
之
氏
ら
に
、
次
世
代
型
Ｐ

Ａ
Ｃ
Ｓ
導
入
・
開
発
の
経
緯
と
、
同
シ
ス
テ
ム
の

有
用
性
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

し
た
。
今
後
の
医
療
の
変
革
に
対
応
し
て
く
れ

る
こ
と
、
そ
れ
に
加
え
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
の
モ

ダ
リ
テ
ィ
と
の
強
い
連
携
、
国
産
で
あ
る
が
ゆ

え
に
シ
ス
テ
ム
の
改
良
等
へ
の
レ
ス
ポ
ン
ス
の
速

さ
が
期
待
で
き
た
点
な
ど
も
評
価
し
て
、
東
芝

製
の
シ
ス
テ
ム
採
用
に
至
り
ま
し
た
」

　

次
世
代
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
開
発
で
、
重
視
し
て
い

る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
小
林
氏
は
話
す
。

「
ま
ず
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
第
一
義
の
理

由
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
内
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築

で
す
。
１
月
の
稼
働
開
始
段
階
で
は
、
本
院
と

ブ
レ
ス
ト
＆
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー

附
属
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
み
と
の
連
携
で
す
が
、
4
月

以
降
同
じ
東
芝
製
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
が
稼
働
し
て
い
る

東
横
病
院
や
多
摩
病
院
と
順
次
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
し
て
、
画
像
情
報
の
共
有
化
を
実
現
す
る
予

定
で
す
。グ
ル
ー
プ
病
院
内
の
連
携
に
お
い
て
は
、

画
像
デ
ー
タ
の
共
有
化
ば
か
り
で
な
く
、
全
て

の
病
院
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
デ
ー
タ
活
用
や
解
析
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
た
同
一
の
読
影
環
境
を

実
現
し
、
全
施
設
で
の
Ｅ
Ｒ
対
応
や
画
像
診
断

装
置
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。
ま

た
、
病
院
間
で
被
ば
く
線
量
管
理
や
造
影
剤
ア

レ
ル
ギ
ー
情
報
の
共
有
化
も
行
い
ま
す
。

　

次
に
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
し
て
の
読
影
の
効
率
化
お

よ
び
高
機
能
化
を
推
進
し
ま
す
。
総
合
医
療
機

器
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
東
芝
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
、

モ
ダ
リ
テ
ィ
に
よ
る
ス
キ
ャ
ン
か
ら
読
影
レ
ポ
ー

ト
作
成
ま
で
の
一
連
の
統
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に

よ
る
効
率
的
な
画
像
診
断
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

そ
し
て
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
進
歩
に
伴
う
機
能
診

断
や
定
量
化
へ
の
対
応
、
あ
ら
ゆ
る
画
像
情
報

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
よ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
へ
の

対
応
等
、
さ
ま
ざ
ま
高
機
能
化
に
加
え
、
操
作

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
盛
り
込
み
、

高
効
率
化
＆
高
機
能
化
を
実
現

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
「R

apideyeC
ore G

rande

」

放射線科読影室。読影端末は、PACS 用の
読影ビューアーの他に、Report 端末と解析用
ビューアーの 3 面構成。ボリュームデータや解
析アプリを含めて完全に連携している

――4病院 1クリニックを結ぶ
画像連携構想についてお聞か
せください。
　聖マリアンナ医科大学放射
線科は、約 30 名の専門医の
スタッフがいますが、本院以外
の川崎市立多摩病院に 3 名、
横浜市西部病院に 5 名、東横
病院に１名、ブレスト＆イメージ
ングセンターに 2 名の放射線
診断専門医を配置しています。
各病院は、大学病院の名に相
応しいレベルの高い診療を実
施しており、放射線科医も、そ
れに合わせてスペシャリティの
高い画像診断医を配置しなけ
ればなりません。本来放射線
科医はジェネラリストであるべ
きですが、昨今の医療の進歩

――聖マリアンナ医科大学病
院のグループ内および地域での
位置づけ、そして診療の特徴か
らお聞かせください。
　グループにおいては４病院に
おける基幹施設、地域の観点
からは二次医療圏の中核病院
として活動しています。
　診療の特徴としては近年、急
性期医療に特化して、特に高度
な機能を充実させていることが
挙げられます。例えば一昨年に
導入したハイブリッド手術室は、
昨年、本格稼働を開始しました
が、経カテーテル的大動脈弁
置換術（TAVI）の件数が急速
に増えています。循環器系は他
にカテーテルアブレーションに
よる不整脈治療も順調に症例

域医療にも貢献していきたいと
考えています。
――画像連携の実現で、放射
線科にどのようなメリットがある
とお考えですか。
　昨今の大量の画像診断の読
影に追われている現状では、
放射線科医が検査の適応決定
や依頼医とのコミュニケーショ
ンなどに時間を割けず、臨床医
としての存在感が希薄になりつ
つあると憂いている。地域医療
においてもしかりである。それ
ゆえ、院外の先生にも放射線
科医の存在をアピールする仕組
みを作り、放射線科医の地位
を高める必要があると考えてい
ます。
　当院の放射線科医の能力の
高さについては自負するところ
がありますが、今まで院外の地
域医療機関の先生に放射線科
をアピールすること機会が少な
かった反省しています。今回の
画像連携が実現することで依
頼医との関係強化を図って行き
たいと考えています。
――新しいPACSの機能で注目

伺います。
　当院は周辺クリニックとの連
携を大切にしており、以前から「ク
リニックから受け入れ要請され
た救急患者は絶対に断らない」
という方針を貫いています。当
院はこれまで第１・第３土曜を
休診としていましたが、昨年 12
月から全土曜日診療とした理由
の１つは、この点にあります。
土曜休診は、地域のクリニック
からの救急要請を全て受け入れ
るという当院のコンセプトに相
反すると考えたからです。
　なお、開始から２ヵ月が経ち、
土曜日の新患比率の増加傾向
が報告されています。この傾向
は、地域連携強化の一環とし
て導入した全土曜日診療が、地
域ニーズに即していることの証
といえるでしょう。
――今回稼働し始めたＰＡＣＳ
への期待について伺います。
　私としてはやはり、地域連携
ツールとしての有用性に期待し
たいです。例えばクリニックの
先生が自院に居ながらにして紹
介患者の画像を閲覧できること

はそれを難しくしており、またマ
ンパワーも限られています。そ
こで、グループ病院全てをネッ
トワーク化、画像連携し、ど
の病院の画像も読影および指
導ができる体制を実現すること
で、今述べたような問題を解決
する必要がある、と考えたので
す。この利点は特に当直帯で
威力を発揮します。現在、救
急当直は本院でのみ行っていま
すが、分院の救急にも対応で
きるようにもなり、サービス向
上に貢献できると考えます。教
育面でも研修医が本院分院関
わらずグループ病院のどこのス
タッフからの指導を受けられるメ
リットは大きいと考えます。
　この考え方をさらに進め地

数を伸ばしています。
――大学病院としての教育の特
徴は、どのような点にあるので
しょうか。
　特徴的な教育方法として、研
修医の当直を一昨年から救急
に限定したことがあります。救
急現場でさまざまな症例や診療
プロセスを経験し、身をもって
プライマリケアを習得してもらう
ことがその目的です。例えば、
救急患者に緊急手術が必要と
なった場合、オペ室に入って立
ち会うといった経験もできます。
　この教育は若手の研修医に
人気があり、そのためか平成
29 年度の研修医マッチングで
はフルマッチとなりました。
――地域連携の現況について

している点をお聞かせください。
　新 PACS では、臨床医は
HIS 端末上で PACS 端末に近
い精度で閲覧できるようになり
ましたし、放射線医は、読影
端末で電子カルテのデータを
今まで以上に容易に参照でき
るようになったことにより、臨
床医と放射線科医のコミュニ
ケーションがよりスムーズにな
りました。これにより医療安全
にも大きく貢献するものと考え
ています。
　システムはまだ稼働開始から
間もないこともあって、画像連
携もまだ全施設つながってはお
らず、各種ワークステーション
機能の搭載は順次行われてい
る際中ですし、診断支援機能
や教育や研究に関する機能は
まだ開発中です。
　しかし、臨床医の皆さんから
の評価は上々で、良いスタート
が切れたのではないかと感じて
います。今後はさらに機能面の
充実と、画像連携を強化し、
患者サービスと医療安全に寄
与できると確信しています。

は診療効率の面で大きな利点
になりますし、当院の有する高
機能な画像診断装置の共同利
用の面でもより利便性が高まる
はずです。また、グループ病院
全体の、患者さんの被ばくや造
影剤アレルギー等の情報の一
括共有・管理が可能になること
で、医療安全の担保にもつなが
ると考えます。
――大学病院の今後の展望を
お聞かせください。
　当該医療圏は 2025 年に向
けて、人口構成が大きく変動す
ると予測されています。直前に
完成予定の新病棟では、それ
に合わせて病床数を300 床程
度減らす計画ですが、その際に
退院患者の受け皿となる各施
設との連携強化がいっそう重要
になるのは自明です。その連携
ツールとしてＩＴが果たす役割の
重要度も、自ずと増していくは
ずです。地域の中核病院として、
それらを活用してネットワークを
しっかりと確立し、地域の医療
の質の向上を果たしていきたい
ですね。

放射線科部長／教授の中島康雄氏に、
グループ内 4 病院 1クリニックを
PACS で結ぶ画像連携構想と、
その放射線科における意義について聞いた。

聖マリアンナ医科大学病院の現況と、
新しく稼働を開始した
PACS への期待について、
同院病院長の尾崎承一氏に聞いた。

I n t e r v i e w I n t e r v i e w

聖マリアンナ医科大学病院
放射線科部長／教授

中島康雄氏に聞く

聖マリアンナ医科大学病院
病院長

尾崎承一氏に聞く
なかじま・やすお おざき・しょういち

（    ）10新　医　療　2017年3月号（    ）11 新　医　療　2017年3月号



性
に
優
れ
臨
床
医
も
積
極
的
に
こ
れ
ら
の
機
能

を
利
用
し
て
く
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
な
お
、
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
技
術

に
よ
っ
て
、
臨
床
科
の
医
師
た
ち
も
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ

端
末
上
で
３
Ｄ
・
Ｍ
Ｐ
Ｒ
の
作
成
や
多
様
な
画

像
解
析
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
使
用
や
、
動
画

像
の
閲
覧
も
可
能
と
な
っ
た
の
で
、
院
内
の
評

判
も
上
々
の
よ
う
で
す
。
臨
床
や
研
究
、
教
育

面
で
放
射
線
科
医
と
臨
床
医
が
強
力
に
連
携
で

き
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
医
療
安
全
に
つ
い
て
も

熟
慮
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
造
影
剤
の
Ｉ
Ｃ
タ

グ
と
連
動
し
た
根
本
杏
林
堂
の
Ｃ
Ｅ
エ
ビ
デ
ン

ス
シ
ス
テ
ム
と
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
／
Ｒ
Ｉ
Ｓ
の
病
院
内
・

病
院
間
連
携
に
よ
り
、
よ
り
安
全
に
造
影
検
査

が
施
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

造
影
施
行
時
の
造
影
プ
ロ
ト
コ
ル
や
圧
情
報
、

注
入
異
常
等
の
デ
ー
タ
管
理
を
Ｒ
Ｉ
Ｓ
で
行
い
、

よ
り
確
実
な
検
査
を
施
行
す
る
た
め
に
、
同
じ

患
者
さ
ん
の
次
回
検
査
時
に
自
動
参
照
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
中
で
す
。

　

今
後
の
計
画
は
多
々
あ
り
、
例
え
ば
４
病
院

１
ク
リ
ニ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
院
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
も
稼
働
予
定
で
す
。

iPad

を
用
い
た
院
外
画
像
参
照
シ
ス
テ
ム
や
、

Ｅ
Ｒ
等
で
使
用
す
る
遠
隔
読
影
診
断
シ
ス
テ
ム
、

地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
紹
介
検
査
の
受
付

や
画
像
配
信
等
も
計
画
し
て
い
ま
す
」

　

稼
働
し
始
め
た
新
し
い
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
は
各
診
療

科
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
循
環
器
内

科 

部
長
／
教
授
の
明
石
嘉
浩
氏
は
、
循
環
器
内

科
に
お
け
る
同
シ
ス
テ
ム
の
診
療
業
務
へ
の
貢

献
お
よ
び
今
後
へ
の
期
待
な
ど
に
つ
い
て
つ
ぎ
の

よ
う
に
話
す
。

「
循
環
器
内
科
の
特
徴
は
、
高
度
な
医
療
を
提
供

す
る
の
は
当
然
で
す
が
、
そ
の
元
と
な
る
質
の

高
い
画
像
診
断
を
実
施
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
放
射
線
科
が
中
心

と
な
っ
て
読
影
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
循
環
器

内
科
で
は
血
管
撮
影
や
超
音
波
画
像
な
ど
、
動

画
関
連
を
中
心
と
し
た
画
像
診
断
を
行
っ
て
お

り
、
中
で
も
超
音
波
に
つ
い
て
は
、
臨
床
だ
け

で
な
く
研
究
面
で
も
大
き
な
業
績
を
上
げ
て
い

ま
す
。

　

従
来
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
で
は
、
前
述
し
た
血
管
撮

影
や
超
音
波
に
関
す
る
動
画
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
患
者
説
明
の
際

に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
当
科
ス
タ
ッ
フ
は
感
じ

て
い
ま
し
た
。
何
年
も
前
か
ら
、
動
画
に
関
し

て
も
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
欲
し

い
と
い
う
要
望
を
訴
え
て
き
ま
し
た
が
、
１
月

に
稼
働
し
始
め
た
新
し
い
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
で
そ
れ
が

実
現
し
、
今
、
循
環
器
内
科
は
大
き
な
恩
恵
を

受
け
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

心
臓
は
、
常
に
動
き
続
け
て
い
る
臓
器
で
す

か
ら
、
動
画
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
疾
患
で
あ

る
の
か
が
判
明
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
動

画
を
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
な
ど
と
同
時
に
Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｓ
端
末
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
、
治
療
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
が
立
て
や
す

く
な
り
ま
し
た
ね
」

　

明
石
氏
は
、
臨
床
面
だ
け
で
な
く
学
生
教
育

の
面
で
も
、
新
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
は
多
大
な
貢
献
を
果

1996 年聖マリアンナ医科大学卒。2005
～ 2007 年 独 国ベルリン大 学 留 学、
2013 年より現職

救命救急センターでは、大型モニタ2 面を縦に設
置した読影端末を整備するなど、24時間365日、
緊急の画像診断を提供できる体制を構築している

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
患
者
さ
ん
た
ち
の
疾
患
に
対

す
る
理
解
度
も
格
段
に
向
上
し
て
お
り
、
こ
の

点
も
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
言
え
ま
す
」

　

今
後
の
新
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
展
開
に
つ
い
て
も
、
明

石
氏
は
期
待
し
て
い
る
と
い
う
。

「
今
後
、
同
様
の
シ
ス
テ
ム
が
本
学
４
病
院
１
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
順
次
稼
働
し
画
像
連
携
が
実
現
す

る
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
実
現
す

れ
ば
本
学
施
設
間
で
画
像
が
共
有
で
き
、
連
携

超
音
波
等
の
動
画
像
も
閲
覧
で
き
、

臨
床
・
研
究
に
加
え
教
育
に
も
大
き
く
貢
献

循
環
器
内
科
で
の
評
価

た
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。

「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
で
、
学
生
や
研
修
医
た

ち
に
心
臓
内
の
逆
流
の
様
子
を
オ
ン
タ
イ
ム
で

見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、

診
療
面
と
同
等
か
、
そ
れ
以
上
に
教
育
面
で
の

導
入
効
果
が
大
き
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
外
来
で
患
者
説
明
に
動
画
を
表
示
す

が
一
層
深
ま
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
に
は
多
彩
な
画
像
解
析

機
能
が
順
次
搭
載
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

す
で
に
科
内
で
は
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
使
い
こ
な
す

た
め
の
勉
強
会
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

さ
ら
に
画
像
情
報
を
使
い
や
す
く
す
る
た
め
、

端
末
上
だ
け
で
な
く
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
上
で

も
画
像
を
参
照
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
」

　

新
し
い
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
間
連
携

と
機
能
拡
張
は
、
救
急
医
療
に
も
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
と
い
う
。
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
医
長

の
松
本
純
一
氏
は
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
同
シ

ス
テ
ム
の
業
務
へ
の
貢
献
お
よ
び
今
後
へ
の
期

待
な
ど
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
最
も
状
態
の
悪
い
患
者
さ
ん
が
来
る
の
が
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
効
率
性
の
問
題
は
あ

る
に
せ
よ
、
そ
の
現
場
に
画
像
診
断
の
プ
ロ
で

あ
る
専
門
医
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
当
大
学
の

救
急
医
学
講
座
と
放
射
線
科
は
、
救
急
に
お
け

る
画
像
診
断
を
互
い
に
重
要
視
し
て
お
り
、
救

急
医
学
講
座
に
は
３
名
の
放
射
線
科
専
門
医
が

所
属
し
て
い
る
他
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
は

放
射
線
科
か
ら
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
配
属
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
24
時
間
３
６
５
日
体

制
で
救
急
患
者
に
対
す
る
画
像
診
断
を
随
時
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
、
質
の
高
い
医
療
提
供
に

結
び
付
い
て
い
ま
す
。

　

新
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
導
入
で
は
、
シ
ス
テ
ム
更
新
が

年
末
年
始
に
実
施
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
救

急
医
療
の
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
更
新
を
実
現

し
た
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
に
は
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
読
影
端
末
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
毎
日
必

ず
撮
影
す
る
胸
部
Ｘ
線
画
像
を
多
数
比
較
読
影

で
き
る
よ
う
、
大
型
モ
ニ
タ
を
２
面
、
設
置
し

ま
し
た
。
モ
ニ
タ
を
縦
に
並
べ
る
こ
と
で
、
画
像

を
見
な
が
ら
他
診
療
科
の
ス
タ
ッ
フ
ら
と
コ
ン

サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
際
、
非
常
に
見

や
す
く
な
り
、
こ
う
し
た
医
療
現
場
の
要
望
に

応
え
て
も
ら
え
る
点
も
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

新
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
に
よ
る
画
像
連
携
が
当
大
学
の

関
連
病
院
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の
医
療
機
関
に

も
広
が
れ
ば
、
地
域
全
体
の
救
急
医
療
の
質
を

高
め
る
だ
け
で
な
く
、
前
述
し
た
画
像
診
断
医

の
効
率
性
の
問
題
も
改
善
し
ま
す
し
、
救
急
医

療
に
お
け
る
放
射
線
科
医
に
よ
る
画
像
診
断
の

重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

が
ひ
い
て
は
当
大
学
病
院
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

乳
腺
疾
患
に
特
化
し
た
診
療
を
実
施
し
て
い

る
ブ
レ
ス
ト
＆
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
先
端
医
療
セ
ン

タ
ー
附
属
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、文
字
通
り
２
つ
の“
セ

グ
ル
ー
プ
間
連
携
実
現
に
よ
り
、

効
率
的
な
夜
間
緊
急
画
像
診
断
を
実
現

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
の
評
価

画
像
連
携
を
い
ち
早
く
実
現
し
、

効
率
的
な
画
像
運
用
を
開
始

ブ
レ
ス
ト
＆
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
評
価

明石嘉浩（あかし・よしひろ）氏

1995 年聖マリアンナ医科大学卒。2004
年より聖マリアンナ医科大学病院救命
救急センター勤務

松本純一（まつもと・じゅんいち）氏

大学病院本院を中心に、聖マリアンナ医科大学グループ内 4 病院
1クリニックをネットワーク化して、施設間の画像参照および検査依
頼が可能。全ての病院で HIS 端末下での同一読影環境を実現、
よりレベルの高い画像診断を提供する環境の構築を目指している

PACS ビューアー図

病院間連携による読影リスト画面。検査対象施設や患者 IDを
入力することで、参照したい画像を容易に検索・抽出することが
できる

読影ビューアー上での腫瘍定量評価画面。画面上で輪郭の半
自動抽出や最大短径／長径、体積の自動計算ができるほか、
病変追尾等によって腫瘍の経時的変化率の評価もできる

電子カルテ端末上の画像リスト画面。患者ごと
に時系列およびモダリティ別に画像リストを表
示。画面上のボタンをクリックすることで、必要
な画像を参照できる

聖マリアンナ医科大学グループ病院

（    ）12新　医　療　2017年3月号（    ）13 新　医　療　2017年3月号



　　 　　

聖マリアンナ医科大学病院

住　所：川崎市宮前区菅生 2-16-1
病床数：許可病床数 1208 床

1974年に開院した同院は、大学病院
として高度先進医療をはじめとする
質の高い医療の提供と医学生教育を
行うと共に、川崎市を中心とする地
域の中核病院としての役割を担って
いる。同院では、2020年代には病院
の建て替えを実施する予定で、さら
なる病院機能向上を目指している。

共
有
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
結
果
、
例
え
ば

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
患
者
さ

ん
が
本
院
で
手
術
す
る
、
本
院
で
乳
腺
Ｍ
Ｒ
Ｉ

検
査
を
指
示
さ
れ
た
患
者
さ
ん
が
当
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
受
け
る
な
ど
の
病
診
連
携

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
、
Ｃ
Ｄ
‐Ｒ
な
ど
の
可
搬
型
媒
体
で

画
像
を
持
ち
運
び
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
画
像
デ
ー

タ
を
本
院
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
で
取
り
込
ん
で
か
ら
閲

覧
す
る
と
い
っ
た
煩
雑
な
手
続
き
も
不
要
と
な

り
ま
し
た
。
乳
腺
疾
患
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
だ

け
で
な
く
、
超
音
波
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
ほ
か
、

骨
シ
ン
チ
な
ど
多
彩
な
画
像
診
断
を
実
施
し
て

い
る
の
で
、
画
像
連
携
の
実
現
は
、
診
療
上
大

き
な
意
義
が
あ
る
と
評
価
し
て
い
ま
す
」

　

同
大
学
病
院
で
は
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
だ
け
で
な
く
、

Ｒ
Ｉ
Ｓ
も
更
新
し
、
同
じ
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ

ス
テ
ム
ズ
の
Ｒ
Ｉ
Ｓ「RapideyeA

gent

（
ラ
ピ
ッ

ド
ア
イ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）」
を
導
入
し
た
。

　

新
Ｒ
Ｉ
Ｓ
の
機
能
に
つ
い
て
、
担
当
す
る
診

療
放
射
線
技
師
た
ち
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
し
い
Ｒ
Ｉ
Ｓ
は
、
従
来
シ
ス
テ
ム
と
比
べ
て

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
機
能
が
増
え
て
お
り
、

メ
ー
カ
ー
の
レ
ス
ポ
ン
ス
も
素
早
い
の
で
た
い
へ

ん
助
か
っ
て
い
ま
す
。
機
能
面
で
は
、
造
影
剤

の
副
作
用
や
感
染
症
等
に
関
す
る
ア
ラ
ー
ト
機

能
の
視
認
性
が
高
ま
っ
た
点
が
よ
い
で
す
ね
。

　

グ
ル
ー
プ
全
体
の
Ｒ
Ｉ
Ｓ
連
携
が
実
現
す
れ

ば
、
グ
ル
ー
プ
内
施
設
の
検
査
状
況
が
把
握
で

き
、
効
率
的
な
モ
ダ
リ
テ
ィ
運
用
が
可
能
に
な

ン
タ
ー
”
か
ら
な
る
。W

orld Class Care

（
世

界
最
高
水
準
の
ケ
ア
）
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
高
い
知

識
と
技
能
を
兼
ね
備
え
た
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
乳

腺
疾
患
に
特
化
し
た
医
療
を
提
供
す
る
ブ
レ
ス

ト
セ
ン
タ
ー
と
、
乳
が
ん
に
対
す
る
正
確
か
つ
先

端
的
な
診
断
を
行
う
と
と
も
に
地
域
の
画
像
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
。
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
１
月
の
新

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
運
用
開
始
と
同
時
に
画
像
連
携
を
実

現
し
、
す
で
に
画
像
デ
ー
タ
の
共
有
化
に
よ
る

運
用
を
実
施
し
て
い
る
。
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
印
牧
義
英
氏
は
、
本
院
と
同
ク
リ
ニ
ッ
ク

と
の
画
像
連
携
の
現
況
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
従
来
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
は
、
新
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
同
じ
東

芝
製
で
し
た
の
で
、
操
作
性
に
大
き
な
変
化
は

な
く
、
す
ぐ
に
馴
染
み
ま
し
た
ね
。
し
か
し
、

機
能
面
に
つ
い
て
は
大
き
く
進
化
し
て
い
ま
す
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
ト
モ
シ
ン
セ
シ
ス
機
能
が
搭

載
さ
れ
、
新
し
い
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
ビ
ュ
ー
ア
ー
に
も
ト

モ
シ
ン
セ
シ
ス
に
対
応
し
た
機
能
を
搭
載
し
た

こ
と
か
ら
、
読
影
業
務
は
楽
に
な
り
、
レ
ス
ポ

ン
ス
も
向
上
し
て
い
ま
す
ね
。

　

し
か
し
、
何
と
言
っ
て
も
本
院
と
の
画
像
連

携
が
実
現
し
た
こ
と
は
、
診
療
の
効
率
化
に
大

い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
本
院
と
当
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
患
者
Ｉ
Ｄ
を
共
通
化
し
て
お
り
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ

だ
け
で
な
く
電
子
カ
ル
テ
上
の
診
療
デ
ー
タ
も

り
ま
す
。
ま
た
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
を
通
じ
て
放
射
線
部

門
の
情
報
共
有
化
を
図
り
、
ど
の
病
院
で
も
同

じ
プ
ロ
ト
コ
ル
で
撮
影
や
画
像
デ
ー
タ
作
成
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い

と
考
え
ま
す
」（
検
査
部
門
担
当
技
師
）

「
新
Ｒ
Ｉ
Ｓ
で
は
、
知
り
た
い
情
報
を
端
末
単
位

で
設
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

核
医
学
分
野
で
は
、
薬
剤
の
入
庫
管
理
も
Ｒ
Ｉ

Ｓ
で
チ
ェ
ッ
ク
可
能
で
す
。
現
在
、
作
成
す
る

放
射
性
薬
剤
の
管
理
を
効
率
化
す
る
た
め
、
ジ
ェ

ネ
レ
ー
タ
を
管
理
す
る
機
能
を
開
発
し
て
い
ま

す
が
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
化
で
Ｈ
Ｉ
Ｓ
と
Ｒ
Ｉ
Ｓ
の

連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
検
査
に
関
す
る
情
報
を

医
療
者
側
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」（
核
医
学
部
門
担
当
技
師
）

　

Ｒ
Ｉ
Ｓ
の
新
機
能
開
発
は
現
在
も
続
け
ら
れ

て
お
り
、
被
ば
く
線
量
や
造
影
剤
ア
レ
ル
ギ
ー

情
報
の
詳
細
な
管
理
シ
ス
テ
ム
が
病
院
間
連
携

す
る
機
能
や
カ
テ
ー
テ
ル
室
の
管
理
シ
ス
テ
ム

の
開
発
な
ど
も
計
画
し
て
い
る
と
い
う
。

　

今
後
は
、
グ
ル
ー
プ
内
の
東

横
病
院
と
画
像
連
携
を
実
施

し
、
機
能
面
で
も
、
順
次
開
発

し
た
新
機
能
を
端
末
上
で
利
用

で
き
る
よ
う
拡
充
し
て
い
く
。

「
現
状
は
、
ま
だ
最
終
形
の
３
割

程
度
の
完
成
度
で
す
が
、
徐
々

に
利
用
で
き
る
機
能
を
増
や
し

て
い
き
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
も
、
今
後
は
ク
ラ
ウ

放
射
線
部
門
の
情
報
を
一
元
管
理

業
務
の
効
率
化
と
医
療
安
全
を
推
進

Ｒ
Ｉ
Ｓ
「R

apideyeA
gent

」

ド
化
を
図
っ
て
い
く
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
最
新

の
医
療
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
投
入
し
、
グ
ル
ー
プ
内

連
携
だ
け
で
な
く
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
に
ま
で

範
囲
を
拡
大
さ
せ
ま
す
。
最
終
的
に
は
病
院
の

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
も
役
立
つ
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
も
搭
載
予
定
で
す
」（
小
林
氏
）

　

小
林
氏
は
、
放
射
線
科
医
の
今
後
に
危
機
感

を
抱
い
て
い
る
と
話
す
。

「
単
な
る
読
影
屋
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
放
射

線
科
医
の
今
後
の
存
続
は
難
し
い
と
感
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す
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放
射
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科
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の
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス

ト
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共
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モ
ダ
リ
テ
ィ
お
よ
び
画
像

シ
ス
テ
ム
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
研
鑽
を
積

む
と
と
も
に
、
臨
床
医
や
患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
、
放
射
線
科
医
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
た
め
に
も
放
射
線
科
医
が
Ａ
Ｉ
を
含
む
最
新

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
て
患
者
さ
ん
の
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
に
有
用
な
画
像
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

や
開
発
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
“
次
世
代
型
”
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
開
発
を
、

“
次
世
代
の
”
放
射
線
科
医
を
育
成
す
る
ツ
ー
ル

と
し
て
も
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
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リアンナ医科大学　放射線科入局、
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印牧義英（かねまき・よしひで）氏
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る
た
め
に

――IT 戦略推進室の役割につ
いてお聞かせください。
　IT 戦略推進室では、聖マリ
アンナ医科大学における医療
と教育の両領域において、民
間の IT 活用ノウハウを学校法
人にも有効利用させていくため
の組織です。すなわち、我々の
ミッションは、医科大学として
地域医療に IT 活用の観点から
貢献していくことはもとより、よ
り多くの“よき医療者”を育て
上げるために必要な IT を積極
的に導入し、利用促進を図って
いくことです。
　教育に関して言えば、医科
教育において、学生に直接メ

――東横病院の概要からお聞
かせください。
　聖マリアンナ医科大学東横
病院は 2008 年６月にリニュー
アルオープンを果たしました。
現在、消化器病センター、心
臓病センター、脳神経・脳卒
中センター、心臓病センターを
中心に、専門性の高い急性期
医療を提供しています。
　また、生活習慣病センター
や健康診断センターも設けて
おり、さらには女性検診科を
創設しているほか、各センター
の医師がホットラインを持ち、
24時間365日、急患や緊急
の事態や夜間や休日の緊急で
の処置などに対しましても受け

検査装置や機器においては先
進的な IT 技術を駆使した製品
が数多く開発されており、医療
の IT 化は進んでいると言えま
す。しかし、例えばスタッフ間
や施設間での連携を円滑に行
うためのコミュニケーションツー
ルとして ITが充分活用されてい
るかと言えば、地域医療連携
が期待ほど進展していないこと
を考えると諸手を挙げて評価で
きる状況ではありません。
　また、モバイルやウェラブル
については、一般家電などでは
飛躍的な進歩と普及を見せる
中、医療の世界での活用はま
だ緒に就いたばかりであり、そ
うした新技術の採用や普及に
は、まだ解決していかなければ
ならない課題が山積していると
言って良いでしょう。
　当大学でも、今後の技術動
向を見据えながらモバイル機器
やウェラブル機器の有効活用
に積極的に取り組んでいく考え
です。
　また、中長期的視点からは、
病院のコミュニケーションツー

から本院への紹介患者さんに
関する画像も容易に閲覧でき
ますから、紹介患者さんが本
院を訪れる前に、当該患者さ
んの画像を本院の医師たちが
チェックすることもできます。
　さらに画像連携だけでなく、
遠 隔 画 像 参 照システムや、
iPad 等のタブレット端末で画
像を閲覧できるモバイル画像
参照システムが完成すれば、
院外にいる当院の専門医らに
診療の援助を仰ぐこともできる
ようになり、当院の医療の質
の向上に大いに貢献すること
は疑いありません。
――今後の展望についてお聞
かせください。

リットのある IT 化を推進してい
く予定です。例えば、最近は
写真や動画を含むデジタル教
材による授業を行う大学が増え
てきていますが、当大学におい
ても、そうした学習を支援する
ような IT 化を進めている最中
です。
　IT を活用することで、学生が
より意欲的かつ効率的に医学
を学習できる環境を実現するこ
とは、大学に対する責務だと考
えています。
――医療の IT化の現況を、ど
のようにお考えですか。
　電子カルテの機能や性能は
一定の水準に達していますし、

入れることができるような体制
を整備しています。
――本年 4月以降に開始する
PACSによる画像連携への期
待をお聞かせください。
　当院は総合病院ではないた
め、専門分野以外の画像診断
は得意とは言えません。一方、
本院には優秀な画像診断の専
門医がおりますので、画像連
携が実現すれば、当院で検査
した画像を転送し画像診断医
による高度な読影が可能とな
ります。
　例えば、夜間における救急
患者への対応でも、本院には
24 時間 365 日体制で放射線
科医が当直していますし、当院

ルを拡充しながら、電子カルテ
と PACS と融合した形での地
域医療連携を推進していく予定
です。
――今回のPACS更新につい
ての所感をお聞かせください。
　今回の PACS による画像連
携は、グループ全体の情報共
有による医療の質向上および
地域医療連携への第一歩であ
ると理解しています。タブレッ
ト等による画像閲覧機能も実
装済みであることから、近い将
来、遠隔診断などにも活用でき
るようになるでしょう。
　今回のシステムを開発した東
芝メディカルシステムズは、医
療機器の総合メーカーという強
みを活かすことで、新しいアイ
ディアや取り組みの具現化に積
極的にチャレンジしてもらいま
した。現時点では、まだ全ての
機能が稼働していません。夏
以降には、完全な形での稼働
になり、今回のシステムの真価
が発揮されることに大いに期待
しています。

　グループ内の病病連携につ
いては目途がつきましたが、地
域医療連携システムを活用した
病診連携システムに今後取り
組んでいきたいですね。現在
の医療は 1 施設だけで完結す
る時代ではありません。今後は
予防医療が重視されてくるで
しょうし、スピーディーな診療
は不可欠です。それらの実現の
ためには IT の活用は欠かせま
せん。
　今回の取り組みはその第一
歩ですが、これを魁として、ま
ずはグループ内を固めていき、
最終的には地域全体を包含す
る地域医療ネットワークを築い
ていけたらと考えています。

聖マリアンナ医科大学は、
2016 年 4月にIT戦略推進室を組織し、
大学および病院における
医療ITの活用に積極的に取り組んでいる。
同室の情報担当執行役員である山本真士氏に、
同大学のIT戦略について聞いた。

グループの１つである東横病院が、
今回の PACS による画像ネットワークによって
本院と繋がるのは本年４月以降の予定だ。
同院病院長の宮島伸宜氏に、
本院との画像連携への期待について聞いた。

I n t e r v i e w I n t e r v i e w

聖マリアンナ医科大学
情報担当執行役員

山本真士氏に聞く

聖マリアンナ医科大学 東横病院
病院長

宮島伸宜氏に聞く
やまもと・しんじ みやじま・のぶよし

聖マリアンナ医科大学東横病院
は、138 床と規模は大きくないが、
大学病院附属の医療機関とし
て高度な医療を提供している
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